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人としてのモラル

　地域の美観を損ねるだけでなく、土壌や水質の汚染を
引き起こし、自然環境や私たちの生活環境をも破壊しか
ねない不法投棄ゴミ。
　市では、定期的なパトロールや投棄物の撤去、不法投
棄禁止を呼びかける看板の設置など対策を講じています
が、不法投棄は増加する傾向にあります。
　豊かな自然環境を守るため不法投棄に対し「しない」、
「させない」、「許さない」といった強い態度で地域ぐる
みの監視を強化するとともに、市民と市が一体となり不
法投棄の防止に努めることが求められています。

美
観
を
損
ね
、
環
境
を
汚
染
す
る

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
許
さ
な
い

不
法
投
棄
は

重
大
な
犯
罪
行
為
で
す

　

不
法
投
棄
と
は
、
山
林
・
河
川
・

道
路
・
公
園
・
農
地
な
ど
に
ゴ
ミ

（
廃
棄
物
）
を
み
だ
り
に
捨
て
る
行

為
で
す
。

　

こ
の
行
為
は
、
廃
棄
物
処
理
法

に
よ
り
「
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
ま
た
は
こ
の
併
科
、
さ
ら
に
法

人
な
ど
に
対
し
て
は
１
億
円
以
下

の
罰
金
」
が
科
せ
ら
れ
る
重
大
な

犯
罪
行
為
で
す
。

韮
崎
市
で
の
不
法
投
棄
の
現
状

　

残
念
な
こ
と
に
、
本
市
に
お
い

て
も
、
車
や
人
通
り
の
少
な
い
市

道
・
農
道
・
林
道
の
路
肩
や
、
谷
・

山
林
・
空
き
地
な
ど
人
目
に
つ
か

な
い
場
所
に
不
法
に
ゴ
ミ
が
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
住
民
の
方
が
き
れ
い
に
ゴ

ミ
を
撤
去
し
て

も
、
同
じ
場
所

に
繰
り
返
し
捨

て
ら
れ
て
し
ま

い
、
す
ぐ
に
汚

れ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
目
立

ち
ま
す
。

　

昨
年
度
の
実
績

（
表
１
）
で
は
、
が

れ
き
や
鉄
く
ず
な

ど
の
処
理
困
難
物
、

車
・
バ
イ
ク
の
廃

タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ

リ
ー
の
投
棄
が
非

常
に
多
く
、
こ
の

投
棄
物
の
処
理
に

多
額
の
費
用
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ

捨
て
る
の
か
？

　

ゴ
ミ
の
処
分
は
国
や
自
治
体
の

ル
ー
ル
に
沿
っ
て
適
正
に
処
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
国
民
の

責
務
と
し
て
次
の
よ
う
に
定
め
て

い
ま
す
。

①
ゴ
ミ
の
出
る
量
を
抑
え
る
こ
と
。

②
再
生
品
を
使
用
し
、
廃
棄
物
の

　

再
利
用
を
す
る
こ
と
。

③
廃
棄
物
の
減
量
・
適
正
な
処
理

　

に
関
し
国
及
び
地
方
公
共
団
体

　

の
施
策
に
協
力
す
る
こ
と
。

　

し
か
し
、「
処
理
費
用
が
か
か

る
」、「
分
別
が
難
し
い
」、「
分
け

る
の
が
面
倒
く
さ
い
」
と
い
っ
た

モ
ラ
ル
が
な
く
、
自
分
勝
手
な
理

由
で
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

ゴミと一緒に捨ててませんか？

種類
処理困難廃

棄物（kg）

タイヤ

（本）

バッテリー

（個）

合計 3,270 258 55

表１　平成１８年度処理困難廃棄物処理実績
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自
分
の
庭
で
も
捨
て
ま
す
か
？

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、き
れ
い
な
ま
ち
を

　

日
頃
、
道
路
脇
や
草
む
ら
に
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
ポ

イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を
目
に

し
ま
せ
ん
か
？　

軽
い
気
持
ち
で

捨
て
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
「
不
法
投
棄
」
で

あ
り
犯
罪
行
為
で
す
。

　

以
前
、
私
は
不
法
投
棄
を
処
理

す
る
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

り
、
山
の
斜
面
に
捨
て
ら
れ
て
い

た
タ
イ
ヤ
、
家
電
製
品
な
ど
の
大

量
の
ゴ
ミ
を
、
み
ん
な
で
汗
を
か

き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
片
付
け
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
そ
の
場
所
を
通
り
か
か

っ
た
時
に
斜
面
を
覗
い
て
み
る

と
、
今
で
は
ゴ
ミ
が
な
い
ど
こ
ろ

か
緑
が
茂
り
、
美
し
い
環
境
を
取

り
戻
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

て
ほ
っ
と
安
ら
ぐ
と
と
も
に
、
私

た
ち
が
環
境
の

た
め
に
活
動

し
、
ゴ
ミ
に
対

す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
で
、

環
境
は
改
善
す

る
こ
と
を
確
信

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
中
で

「
ゴ
ミ
問
題
」
は
切
り
離
し
て
考

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民

一
人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
の
削
減
に
努

め
、
排
出
す
る
際
は
正
し
く
分
別

し
、
決
め
ら
れ
た
日
時
・
場
所
に

排
出
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ゴ

ミ
置
き
場
だ
か
ら
置
い
て
お
け
ば

何
で
も
持
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
と

考
え
る
の
は
認
識
不
足
で
す
。
ル

ー
ル
を
守
ら
ず
に
排
出
す
る
こ
と

は
「
不
法
投
棄
」
と
変
わ
ら
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

ゴ
ミ
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、

モ
ラ
ル
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
く

と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
実
践

す
る
こ
と
が
住
み
よ
く
美
し
い
地

域
を
作
り
、
ひ
い
て
は
地
球
環
境

の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今福てる子さん（生活学校）

不
法
投
棄
が
も
た
ら
す
悪
影
響

　

不
法
投
棄
は
、

市
の
美
観
を
損

ね
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
廃
棄

物
か
ら
出
る
有

害
物
質
が
地
中

に
浸
透
し
、
土
や
地
下
水
を
汚
染

し
、
環
境
を
侵
し
ま
す
。

　

ま
た
、
捨
て
た
者
が
支
払
う
べ

き
処
理
費
用
を
、
私
た
ち
の
税
金

か
ら
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

捨
て
ら
れ
な
い
た
め
に

自
己
防
衛
を

　

不
法
投
棄
の
多
く
は
、
草
木
が

生
い
茂
り
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い

場
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
自
分
の
土
地
に
不
法
投

棄
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

基
本
的
に
土
地
の
所
有
者
（
管
理

者
）
が
ゴ
ミ
の
処
理
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に

も
、
自
己
防
衛
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
定
期
的
に
除
草
な
ど
を

行
い
、
投
棄
さ
れ
に
く
い
状
態
に

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
市
で
も
、
監
視
と
啓
蒙
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
悪
質
な
不
法

投
棄
の
現
場
を
見
か
け
た
ら
、
市

民
課
環
境
保
全
担
当
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

迷
惑
で
環
境
に
負
荷
を
か
け
る

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ゴ
ミ
を
燃
や
さ
な
い
で

　

野
外
で
の
ゴ
ミ
焼
却
（
野
焼
き
）

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
す
る
と
不
法
投
棄
と
同
様
に

厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
庭
先
や
農
地
な
ど
で

家
庭
ゴ
ミ
を
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ

ク
積
み
な
ど
に
よ
り
焼
却
し
て
い

る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
で
ゴ
ミ
を
燃
や
す
と
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発

生
し
ま
す
の
で
、
焼
却
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

野
焼
き
の
基
準

　

廃
棄
物
を
焼
却
す
る
時
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
場
合
は

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
に
適
合

　

し
た
焼
却
炉
で
適
正
に
廃
棄
物

　

を
焼
却
す
る
。

②
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
に
基
づ

　

く
病
害
虫
の
付
着
し
た
木
の
枝

　

の
焼
却
。

③
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く

　

伝
染
病
に
か
か
っ
た
家
畜
の
死

　

体
の
焼
却
な
ど
。

④
公
益
上
も
し
く
は
社
会
の
習
慣

　

上
や
む
を
得
な
い
も
の
、
ま
た

　

は
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与

　

え
る
影
響
が
軽
微
で
あ
る
も
の

　

と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
。

【
政
令
で
定
め
る
も
の
の
例
示
】

◇
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ

　

の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な

　

廃
棄
物
の
焼
却
。

◇
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

　

の
災
害
予
防
、
応
急
対
策
ま
た

　

は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄

　

物
の
焼
却
な
ど
。

◇
風
俗
習
慣
上
・
宗
教
上
の
行
事

　

を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

　

の
焼
却
（
ど
ん
と
焼
き
な
ど
）

◇
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た

　

め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し

　

て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却（
田

　

に
隣
接
す
る
河
川
堤
な
ど
の
下

　

草
や
、
果
樹
園
か
ら
発
生
す
る

　

剪
定
枝
な
ど
の
焼
却
な
ど
）

◇
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

　

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物

　

の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

　

（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
）

※
や
む
を
得
な
い
焼
却
で
あ
っ
て

　

も
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
へ

　

の
影
響
（
健
康
被
害
・
煙
害
な
ど
）

　

が
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
県
・

　

市
よ
り
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
保
全
担
当

（
内
線
１
３
１･

１
３
２
）
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　（単位：千円）

特別会計 歳 入 歳 出 地方債現在高 企業会計 収 入 支 出 企業債現在高

国民健康保険 2,839,683 2,833,149 市立

病院 

収益的 2,138,122 2,309,899
1,570,014

老人保健 2,676,558 2,676,558 資本的 74,374 156,232

簡易水道 23,131 23,131 64,950 資本的収支財源 （当年度分消費税及び地方消費税資本的

収支調整額 64：過年度分損益勘定内部留保資金 81,794）下水道事業 1,546,683 1,546,679 9,097,616

介護保険 1,463,350 1,423,465 水道

事業 

収益的 846,149 842,159
3,443,267

介護サービス事業 18,190 18,190 資本的 194,409 391,006

恩賜林保護財産区 5,510 5,308 資本的収支財源 （当年度分消費税及び地方消費税資本的

収支調整額 10,387：過年度分損益勘定留保資金 186,210）甘利山財産区 7,355 7,317

　この「財政事情の公表」は、市の財政がどのように
運営され、どのような状況にあるかを市民のみなさん
に広く知っていただくため、毎年広報により公表して
いるものです。
　今回は、平成１８年度の決算状況のほか、平成１９
年度予算の補正状況について、その概要を公表します。

韮崎市の財政事情を公表します

歳入総額130億 5，678万 6千円 歳出総額125億 5，757万 3千円

■投資的経費　　学校や道路といった社会資本を整備するための経費
■その他の経費　積立金、施設の維持経費、団体補助金
■義務的経費　　人件費（報酬・給与等）、扶助費（児童手当・生活　　
　　　　　　　　保護費等）、公債費（借入金返済）

■自主財源　韮崎市が自主的に収入できる財源：55.6％
■依存財源　国や県に頼らなければ収入できない財源：44.4％

韮崎市告示企第 2 号
　地方自治法第 243 条の 3 並び
に韮崎市財政事情の作成及び公
表に関する条例に基づき、平成
19 年 9 月 30 日現在における韮
崎市の財政事情を次のとおり公
表する。
　
　平成 19 年 11 月 1 日
　韮崎市長　横内　公明

決算審査の結果
　平成 19 年 5 月 23 日から 7
月 13 日まで、平成 18 年度韮崎
市一般会計、各特別会計及び各
企業会計の歳入歳出決算審査を
行い、各会計とも適正妥当であ
ると認められた。
　平成 19 年 8 月 24 日
　韮崎市監査委員　小松　常信
　　　　同　　　　五味　　篤

一般会計決算

特別会計・企業会計決算

　 市 の 平 成 １ ８ 年 度 決 算 に お い て は、 地 方 交 付 税 が 大 幅 に 減 額 と な っ た も の の、 １ ７ 年 度
に 引 き 続 き 法 人 市 民 税 が 対 前 年 度 ３ 億 ５ 千 万 円 超 の 大 幅 な 増 と な り、 歳 入 総 額 で は ９ 億 円
超 の 増 と な り ま し た。 一 方、 歳 出 に お い て は 大 型 普 通 建 設 事 業 実 施 に 伴 い、 投 資 的 経 費 が
対 前 年 度 ８ 億 １ 千 万 円 超 の 増 加 と な り、 歳 出 総 額 で は ９ 億 １ 千 万 円 超 の 増 と な り ま し た。 
　このような財政状況の中、徹底した経費節減と計画的な財政運営に努め、若尾住宅の建設や、韮崎西中学校
建設に着手いたました。



5

　（単位：円）

市民税（個人）市民 1 人あたり 38,077

固定資産税（個人）市内 1 世帯あたり 73,617

都市計画税（個人）都市計画区域内 1 世帯あたり 2,135

国民健康保険税被保険者 1 人あたり 70,531

入湯税市民 1 人あたり 533

市たばこ税１人あたり 6,050

平成１８年度において、入湯
税は小型動力ポンプ積載車の
消防団への配備や韮崎市観光
協会への補助に、都市計画税
は下水道や街路整備の借入金
返済に利用しました。

　　主な行政サービス費用　　

※国保医療サービスについては、被保険者１人あたりの額。

主な行政サービス費用 1 人あたり 1 年前 1 人あたり 増　　減

行政サービス総計 379,555 351,662 27,893

　（うち普通建設事業） 71,938 47,204 24,734

　（うち借入金返済） 44,854 47,600 △ 2,746

　（うち貯金の積立） 8,821 21,135 △ 12,314

※国保医療サービス費総計 244,258 217,036 27,222

　（単位：円）

区　　分 当初予算額 繰越額 補正額 予算現額

一般会計 12,173,900 111,771 316,989 12,602,660

特別会計 9,247,382 36,435 89,687 9,373,504

内

訳

国民健康保険 3,160,579 19,635 88,700 3,268,914

老人保健 2,837,978 2,837,978

簡易水道 22,100 22,100

下水道事業 1,612,408 14,175 987 1,627,570

介護保険 1,584,609 2,625 1,587,234

介護サービス事業 16,682 16,682

恩賜林保護財産区 3,887 3,887

甘利山財産区 9,139 9,139

市立病院 2,512,957 2,512,957

水道事業 1,315,761 11,870 1,327,631

合　　計 25,250,000 160,076 406,676 25,816,752

　（単位：千円）

主な行政サービス費用

主な市税の負担概況

予算の補正の状況　平成１９年度上半期

市債の平成１８年度末現在高２７６億５千万円の事業別・借入先別状況

下水道事業債

水道事業債

上水道一般会計出資債

臨時財政対策債

義務教育施設整備事業債

一般単独事業債

病院債

一般公共事業債

減税補てん債

公営住宅建設事業債

山梨県貸付金

その他

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

財務省

日本郵政公社
公営企業金融公庫

山梨県
金融機関等

228

301 43 344

137 176 313

150 86 236

183 2291531

59 46 7 75 187

126 28 1573

56 43 1001

75 24 99

60 8110 4

7

55 55

47 547

353 329 910

（千万）

　市全体での借入金現在高は、
平成１７年度末と同額の２７６
億５千万円となりました。
　このうち一般会計分１３４億
８千万円分については地方交付
税などによって約６割が財源補
てんされるなど市の実質的負担
は軽減されます。
　公共事業のための借入金につ
いては将来にわたって後世の住
民にも経費（返済金）を負担し
ていただくという「世代間公平
の考え方」に基づいています。
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市民にわかりやすい財政運営をめざして

貸　　　　方

勘　定　科　目

１８年度 １７年度

市　　民

一人当り

[ 負債の部 ] 百万円 千円 百万円

１．負債 　 　 　

【施設等をつくる財源として市が借り入れたお金 　 　 　

の残額です。】 　 　 　

　 　 　

（1）美しい自然と共生するまちづくり 18,419 572 18,245

（2）多彩な産業が発展するまちづくり 913 28 995

（3）誰もが安心できるまちづくり 2,269 70 2,666

（4）豊かな人間性とふれあいを育むまちづくり 2,449 76 2,394

（5）市民と行政が協働するまちづくり 3,603 112 3,354

地方債小計 27,653 858 27,654

（6）退職給与引当金 3,166 98 3,272

（7）その他 333 11 321

　 　 　

　 　 　

　 　 　

負債合計 31,152 967 31,247

[ 正味資産の部 ] 　 　 　

【学校や道路等を建設するために使ったお金のう 　 　 　

ち、国・県からの補助金 ( 有形固定資産と同様に 　 　 　

減価償却をしています。) や、税金などです。】 　 　 　

１．国・県支出金・一般財源等 45,636 1,417 45,398

　 　 　

　 　 　

　 　 　

正味資産合計 45,636 1,417 45,398

負債・正味資産合計 76,788 2,384 76,645

　韮崎市では平成１２年度決算からバランスシートを導入し、平成１３年
度決算から一般会計に病院・上水道の企業会計と、下水道・簡易水道・国
民健康保険・老人保健・介護保険・介護サービス事業の特別会計を加えた
韮崎市全体のバランスシートを作成しています。
　平成１８年度についても、第５次長期総合計画に基づいた区分による韮
崎市全体の連結バランスシートを市民のみなさまに公表します。
　市民１人当たりの地方債（借金）残高は85万 8千円となり、昨年度
決算時と比較して1千円増加しました。資産については、有形固定資産
で1万 9千円、現金を含む資産合計では、9千円の増加です。また、市
の貯金は国・県の補助金の削減や廃止、韮崎西中学校建設などから、貯金
の取り崩しを行うことにより、減ることが予想されます。

平成１８年度末地方債
（借金）の主なもの

下    水

88億4,396万7千円

病    院

14億4,248万7千円

道路・公園・住宅

26億2,563万5千円

平成１８年度 韮崎市全体の（連結）バランスシートの公表
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借　　　　方

勘　定　科　目

１８年度 １７年度

市　　民

一人当り

[ 資産の部 ] 百万円 千円 百万円

１．有形固定資産 　 　 　

【学校・道路・公園・住宅などの総額です。 　 　 　

毎年、価格の見直し（減価償却）をしています。 　 　 　

土地は買ったときの値段です。】 　 　 　

（1）美しい自然と共生するまちづくり 31,778 986 30,866

（2）多彩な産業が発展するまちづくり 5,170 160 5,459

（3）誰もが安心できるまちづくり 6,773 211 7,142

（4）豊かな人間性とふれあいを育むまちづくり 17,587 546 17,296

（5）市民と行政が協働するまちづくり 3,464 108 3,539

有形固定資産合計 64,772 2,011 64,302

２．投資等 　 　 　
【各施設等を建設するために積み立てた基金や関 　 　 　
係団体へ出資したお金、市民への貸付金です。】 　 　 　

（1）投資及び出資金・貸付金等 4,465 139 4,474

（2）基金 3,199 99 3,489

投資等合計 7,664 238 7,963

３．流動資産等 　 　 　

【市が保有している現金・預金や税金、使用料の 　 　 　

未収金などです。】 　 　 　

（1）現金・預金 3,374 105 3,372

（2）未収金 　 　 　
　①市税 398 12 401

　②その他 520 16 551

（3）その他 60 2 56

流動資産等合計 4,352 135 4,380

資産合計 76,788 2,384 76,645

第５次長期総合計画に基づいた区分
　　①美しい自然と共生する快適なまちづくり
　　　　市道、都市公園（中央公園、釜無川河川公園等）、市営住宅、上下水道など
　　②多彩な産業が発展するまちづくり
　　　　農道・水路・林道・市民農園等農林業施設と銀河鉄道展望公園等観光施設など
　　③誰もが安心できるまちづくり
　　　　保育園・児童センター・デイサービスセンター等福祉施設、市立病院・保健福祉センター等保健施設、
　　　　各地区の防火水槽・消防車等消防関係施設など。「ゆーぷるにらさき」もここに入ります。
　　④豊かな人間性とふれあいを育むまちづくり
　　　　小中学校の校舎、体育館など教育関係施設や文化ホールなど
　　⑤市民と行政が協働するまちづくり
　　　　市役所庁舎、市民会館や各施設を結ぶ情報化設備など

平成１８年度末有形
固定資産の主なもの

下    水

113億5,028万8千円

病    院

21億1,204万9千円

道路・公園・住宅

147億3,965万4千円

農    業

48億4,027万円

平成１８年度 韮崎市全体の（連結）バランスシートの公表
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韮
崎
市
立
病
院
で
は
経
営
状
況
を
市
民

の
み
な
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、

『
市
民
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く

り
』
を
推
進
す
る
こ
と
で
病
院
経
営
の
健

全
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
18
年
度
韮
崎
市
立
病
院

事
業
会
計
決
算
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

市
立
病
院
の
運
営
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
18
年
度
韮
崎
市
立
病
院

事
業
会
計
決
算
概
要

　

韮
崎
市
立
病
院
の
平
成
18
年
度

の
事
業
収
支
は
、
医
業
収
益
や
市

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
医
業
外
収
益

を
合
わ
せ
た
収
入
が
、
21
億
３
６

６
６
万
４
３
９
１
円
、
支
出
は
23

億
８
５
０
万
５
７
３
３
円
で
、
純

損
失
１
億
７
１
８
４
万
１
３
４
２

円
を
計
上
し
、
こ
れ
ま
で
の
病
院

事
業
に
な
い
は
じ
め
て
の
赤
字
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

事
業
収
入
の
内
容
を
前
年
に
比

べ
る
と
入
院
収
益
が
、
12
億
５
９

５
２
万
６
３
６
６
円
で
１
億
５
０



０
３
万
４
０
０
６

円
（
11
％
）
の
減
収
、

外
来
収
益
が
５
億
４

５
４
６
万
３
９
７
６

円
で
１
億
２
５
０
６

万
２
３
８
２
円
（
19
％
）
の
減
収

と
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

本
業
で
あ
る
医
業
収
益
は
、
病

院
事
業
収
入
の
約
90
％
を
占
め
て

お
り
、
経
費
削
減
に
努
め
た
も
の

の
、
こ
の
部
分
で
の
落
ち
込
み
が

純
損
失
の
計
上
と
い
う
非
常
に
厳

し
い
結
果
に
反
映
し
ま
し
た
。

　

赤
字
の
要
因
と
し
て
は
常
勤
医

師
の
減
少
、
医
療
法
の
改
正
に
よ

る
診
療
報
酬
の
大
幅
な
減
額
、
退

【事業収入】

医業収益
医業外収益
介護事業収益
特別利益

介護事業収益
115,238,621円　（5.39％）

特別利益
1,623,922円　（0.08％）

事業収入総額
2,136,664,391円
（100.0％）

医業外収益
103,769,924円
（4.86％）

医業収益
1,916,031,924円
（89.67％）

【事業支出】

医業費用
医業外費用
介護事業費用
特別損失

介護事業費用
117,725,054円　（5.10％）

特別損失
144,310円　（0.01％）

事業支出総額
2,308,505,733円
          （100.0％）

医業外費用
110,367,225円
（4.78％）

医業費用
2,080,269,144円
（90.11％）
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職
者
の
増
加
に
よ
る
退
職
金
の
支

払
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
市
民
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る

病
院
」
を
目
指
し
て

　

現
在
、
地
方
の
公
立
病
院
は
非

常
に
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
平
成
16
年
に
新
臨
床
研

修
制
度
が
始
ま
り
医
師
確
保
が
困

難
な
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

ま
で
以
上
に
経
費
節
減
や
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
「
市
民
に
愛
さ
れ
信
頼

さ
れ
る
病
院
」
を
目
指
し
地
域
医

療
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

病
院
の
ご
利
用
案
内

　

市
立
病
院
の
、

診
療
日
お
よ
び
診

療
時
間
は
表
１
・

２
の
と
お
り
で
す
。

■
時
間
外
診
療
（
救
急
外
来
）
を

　

受
診
さ
れ
る
場
合

　

現
有
の
医
師
で
、
外
来
・
入
院

の
患
者
さ
ん
の
診
察
・
処
置
・
手

術
な
ど
の
ほ
か
に
、時
間
外
（
救
急
）

の
患
者
さ
ん
の
診
療
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
直
医
お
よ
び
当
直
医

に
つ
い
て
は
、
専
門
医
で
な
い
医

師
が
診
療
に
あ
た
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
韮
崎
市
立
病
院
の
認
定

救
急
病
院
（
注
１
）
お
よ
び
病
院

群
輪
番
制
病
院
（
注
２
）
と
し
て

の
当
番
は
、
木
曜
日
を
除
く
、
月
・

火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日
で
す
。

安
心
し
て
医
療
を
受
け
て
い
く

た
め
に
、
病
院
か
ら
の
お
願
い

■
健
康
保
険
の
仕
組
み

　

国
民
皆
保
険
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
ほ
と
ん
ど
の
医
療
は
健
康
保

険
を
使
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
保
険
証
を
使
う
こ

と
に
よ
っ
て
窓
口
で
は
３
割
の
支

払
い
で
す
み
ま
す
が
、
窓
口
支
払

い
の
残
額
は
、
保
険
証
を
発
行
管

理
し
て
い
る
団
体
か
ら
医
療
機
関

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
毎
月
１
回
の
健
康
保
険
証

　

確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

健
康
保
険
の

下
に
行
わ
れ
る

医
療
行
為
は
契

約
医
療
と
呼
ば

れ
、
療
養
担
当

規
則
と
い
う
決

ま
り
の
範
囲
で

行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
療
養
担

当
規
則
で
は
医
療
機
関
は
毎
月
の

健
康
保
険
証
の
確
認
を
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
規
定
が
あ

り
ま
す
。

　

も
し
確
認
を
怠
っ
て
診
療
し
、

後
に
健
康
保
険
が
使
用
で
き
な
い

と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
責

任
は
医
療
機
関
に
あ
る
と
判
断
さ

れ
、
病
院
に
窓
口
支
払
い
の
残
額

分
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
患
者
さ
ん

に
残
額
分
を
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
毎
月
、
保
険
証
の
確
認
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

科　　名
診療日

月 火 水 木 金 土

内科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

外科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

小児科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

整形外科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

脳神経外科 ○ ○ ○ ○ ○ ●

泌尿器科 ○ ○ ○

健康管理 △ △ △ △

　○　初診、再診の診療日
　●　初診のみの診療日
　△　受付および検診日

※日曜日、祝日および年末年始は休診

【表１】外来診療日

診療
受付時間

初診･再診 　８時３０分～１１時３０分

眼科（金曜日） 　８時３０分～１０時３０分

泌尿器科（水曜日） １３時００分～１５時００分

診療
開始時間

初診･再診 　９時から開始

泌尿器科（水曜日） １３時３０分から開始

【表２】外来診療時間

（注１）日本医療機能評価機構から、地域が必要とする医療において基幹的・中心的な役割を担い、高次の医療に 
　　　 も対応しうる一定の規模を有すると認定された病院のこと。

（注２）地域内の病院群が共同連帯して、休日・夜間などにおける重症救急患者の入院治療を実施する体制のこと。
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任
期
満
了
に
伴
う
韮
崎
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
は
９
月
30
日
（
日
）

に
投
開
票
さ
れ
、
20
名
の
新
議
員

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

投
票
は
７
時
か
ら
市
内
22
カ
所

の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
当
日
の
有

権
者
数
２
５
，
３
２
０
人
に
対
し
、

投
票
者
数
１
７
，
２
２
２
人
、
投

票
率
は
６
８
・
０
２
％
で
、
前
回
の

７
７
・
８
８
％
を
９
・
８
６
ポ
イ
ン

ト
下
回
り
ま
し
た
。

　

開
票
は
、
同
日
市
営
総
合
運
動

場
体
育
館
で
行
わ
れ
、
次
の
20
人

（
現
職
13
名
・
元
職
１
名
・
新
人
６

名
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
10
月

２
日
に
市
役
所
大
会
議
室
に
て
当

選
証
書
付
与
式
を
行
い
、
岡
田
邦

男
委
員
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
当

選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
17
日
（
水
）
の
平

成
19
年
第
２

回
臨
時
議
会

に
お
い
て
、
議

長
に
石
井
錦

一

議

員
、

副

議
長
に
嶋
津

鈴
子
議
員
が

選
出
さ
れ
ま

し
た
。

西野　賢一・47
無所属新・韮崎

（１回）

岩下　良一・68
無所属新・韮崎

（１回）

嶋津　鈴子・77
無所属現・穴山

（３回）

小林　恵理子・52
共産現・中田

（４回）

土屋　泰一・69
無所属現・韮崎

（８回）

清水　　一・61
無所属現・韮崎

（５回）

矢崎　六彦・61
無所属現・旭

（４回）

神田　明弘・61
共産現・韮崎

（７回）

清水　正雄・66
無所属元・韮崎

（４回）

望月　正澄・60
無所属現・穂坂

（３回）

一木　長博・59
無所属現・円野

（３回）

石井　錦一・69
無所属現・清哲

（３回）

藤嶋　英毅・70
無所属現・清哲

（２回）

横森　宏尹・62
無所属現・穂坂

（２回）

森本　由美子・45
公明現・円野

（２回）

野口　紘明・65
無所属現・竜岡

（２回）

秋山　　泉・64
無所属新・韮崎

（１回）

山本　雄次・59
無所属新・旭

（１回）

小林　伸吉・52
公明新・藤井

（１回）

輿石　賢一・63
無所属新・竜岡

（１回）

新 
議 

員 

20 

人 

が

決 
ま 
り 

ま 

し 

た

新 
議 

員 

20 

人 

が

決 
ま 
り 

ま 

し 

た上段　氏名・年齢（選挙日を基準）
中段　党派・現元新別・出身地区
下段　当選回数

新しい議員の顔ぶれ
( 敬称略 )



武田八幡宮 武田信義公館跡
七里岩
トンネル

神山町
交差点

白山城跡

鍋山下

韮崎西中

韮崎工業高校

甘利沢

武田橋

至南アルプス 至甲府R52
JR中央線

R141

R20
至白州 至清里

至
甘
利
山

釜
無
川

徳
島
堰

韮
崎
市
役
所

韮
崎
駅

白
山
温
泉

韮
崎
大
村
美
術
館

N

　

10
月
27
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
韮
崎
大
村

美
術
館
で
は
、
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
美
術
館
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
活
動
内
容

　

美
術
館
の
利
用
者
に
対
し
、
鑑
賞
の
た

　

め
の
助
言
、
案
内
お
よ
び
美
術
品
の
看

　

視
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
人
員　

60
名

■
応
募
資
格

◇
美
術
に
興
味
と
関
心
の
あ
る
方

◇
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
必
要
な 

　

研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
、月
１
回
（
１

　

日
８
時
間
）
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

動
が
可
能
な
方

※
個
々
の
都
合
に
よ
り
活

　

動
時
間
の
設
定
も
可
能

■
そ
の
他

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
任
期

　

は
２
年
で
す
が
、
再
任

　

は
妨
げ
ま
せ
ん
。

◇
美
術
館
が
主
催
す
る
展

　

覧
会
な
ど
で
優
遇
を
受

　

け
ら
れ
ま
す
。

11

韮崎大村美術館 開館記念展
「女流画家の世界」

　韮崎大村美術館開館記念展として「女流画家の世
界」を開催しています。
　本展では、収蔵作品の中から日本を代表する女流
作家を中心に選び、女性初の帝室技芸員となった野
口小蘋をはじめ、同じく日本画で初の文化勲章受章
者の上村松園や、伊藤小坡、小倉遊亀、片岡球子、
堀文子の作品をご覧いただけます。
　洋画では、女性洋画家として初の文化功労者とな
った三岸節子をはじめ、森田元子、入江一子、佐野
ぬいなど、また戦前戦後にかけて活躍した豊かな色
彩から「色彩家」と称された鈴木信太郎の作品と合
わせて９０点余を展示しています。
　美術館２階の展望カフェからは、富士山をはじめ
八ヶ岳や茅ヶ岳、奥秩父連峰の山々が眺望できます。
美術鑑賞後は、展望カフェにてゆったりと心豊かな
ひと時をお過ごしください。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

堀 文子《大神楽》

片岡 球子《富士》

韮崎市神山町鍋山１８３０－１
☎ ２３ー７７７５
http://www.nirasakiomura-artmuseum.com
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市
で
は
、
市
内
に
あ
る
空
き
家

な
ど
の
物
件
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
し
て
登
録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
売
買
・
賃
貸
を
希

望
す
る
方
に
紹
介
す
る
「
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
へ
の
定
住
促

進
や
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
使
わ
れ
ず
に
眠
っ
て
い
る
空

き
家
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
そ

の
売
買
・
賃
貸
に
関
す
る
情
報
提

供
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
市
内

に
物
件
を
お
持
ち
の
方
で
「
売
り

た
い
」「
貸
し
た
い
」
と
お
考
え
の

方
は
、
ぜ
ひ
市
役
所
ま
で
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
空
き
家
情
報
の
登
録
方
法

　

関
係
書
類
は
窓
口
に
備
え
付
け

　

て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
の
で
、「
登
録
申
込
書
」
と

　

「
登
録
カ
ー
ド
」
を
企
画
推
進
担

　

当
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

（
内
線
３
５
５
）

 

〈http://w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp/    

　

kurashi/juutaku/akiya.htm

〉

kikaku@
city.nirasaki.lg.jp

空
き
家
を
「
売
り
た
い
方
」「
貸
し
た
い
方
」
募
集

韮
崎
市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　韮崎市では、情報の紹介や必要な連絡調整などを行いますが、「所有者など」と「利用希望者」間で行う物件の賃借・
売買に関する交渉、契約などに関しての仲介行為は行っていません。仲介を希望される
方は、（社）山梨県宅地建物取引協業会への依頼をお勧めいたします。
　なお、宅建協会へ依頼した場合、仲介に係る報酬については、宅地建物取引業法の規
定に基づく額の範囲となります。
　また、「所有者など」と「利用希望者」の両者間で交渉する場合、契約に関するトラブ
ルなどについては、責任をもって当事者間での解決をお願いします。

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
方

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
所
在
す
る
家
屋
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
年
の
途
中

で
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
で
も
、

そ
の
年
は
課
税
さ
れ
、
翌
年
か
ら

課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
家
屋
を
取
り
壊
し
て
も
届
出

が
な
い
と
、
取
り
壊
し
た
こ
と
が

把
握
で
き
ず
課
税
さ
れ
る
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

法
務
局
に
登
記
さ
れ
て
い
る
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、
年

内
に
滅
失
登
記
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
年
内
に
滅
失
登
記
が
で
き
な

い
方
、
未
登
記
家
屋
を
取
り
壊
し

た
方
は
、
年
内
中
に
必
ず
「
家
屋

滅
失
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
、
納
税
義
務
者
な
ど
が

変
わ
っ
た
方

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
の

方
で
住
所
や
納
税
通
知
書
の
送
付

先
に
変
更
が
あ
る
場
合
、
納
税
義

務
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

場
合
、
ま
た
、
未
登
記
の
家
屋
が

売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
権
移
転
さ

れ
た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
届
出
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　
　
　

（
内
線
１
５
６
〜
１
５
８
）

固
定
資
産
税
の
諸
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　自賠責保険（共済）は、交通事故による
被害者を救済するため、加害者が負うべき
経済的な負担を補てんすることで、基本的
な対人賠償の確保を目的としています。
　原動機付自転車（原付）やフォークリフ
トなどの小型特殊自動車（農耕作業用を除
く）を含む全ての自動車に法律で加入が義
務付けられています。２５０㏄以下のバイ
ク（原動機付自転車・軽二輪自動車）につ
いては、車検制度がないため保険（共済）
の期限切れやかけ忘れがないようにご注意
ください。

■加入手続き
　損害保険会社や共済組合へご連絡くださ
　い。加入すると自賠責保険・共済証明書
　とステッカーが発行されます。

■お問い合わせ
　税務課市民税担当
 （内線１５３～１５５）

期限切れにご注意を 自賠責保険（共済）

空き家
提供者

韮崎市

（６）利用希望者への
　　 連絡

（５）利用希望者への
　　 連絡先などを通知

（２）現地調査・確認
　　 バンクへの登録

（４）物件の問い合わせ
　　 利用の申し込み

（３）物件の情報提供
　　 HP などでの PR

物件の説明確認・契約交渉

（１）空き家バンクへの
　　 登録の申し込み

空き家
の利用
希望者

「空き家バンクの流れ」



「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
っ
て

何
で
す
か
？

　

土
地
・
建
物
な
ど
の

資
産
を
売
っ
て
得
た
所

得
は
「
譲
渡
所
得
」
と

し
て
、
確
定
申
告
が
必

要
に
な
り
ま
す
。（
金
銭

の
や
り
取
り
が
な
く
、

土
地
・
建
物
な
ど
の
資

産
を
交
換
し
た
場
合
に

つ
い
て
も
、
同
様
に
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
、

税
法
上
の
特
例
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。）

　

譲
渡
所
得
に
は
多
く

の
特
別
措
置
が
あ
る
た

め
、
市
で
は
土
地
・
建

物
な
ど
を
譲
渡
ま
た
は

交
換
し
た
方
を
対
象
に
、
あ
ら
か

じ
め
確
定
申
告
の
前
に
、
そ
の
準

備
調
査
と
し
て
「
譲
渡
所
得
の
内

訳
書
」
の
作
成
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
時
に

　
　
　

相
談
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

　

確
定
申
告
期
間
中
は
申
告
会
場

が
混
雑
す
る
た
め
、
譲
渡
所
得
の

相
談
を
お
受
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
「
譲
渡
の
お
尋
ね
」

を
受
け
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

２
月
か
ら
行
わ
れ
る
市
の
「
確
定

申
告
相
談
・
受
付
」
で
対
応
す
る

13

あなたの農地は大丈夫？

土地・建物を売られた方は
確定申告のまえに「譲渡のお尋ね」を

　農地の管理ができないため、雑草などが伸び
放題となり、周囲の方から『迷惑だ』とか『困
っている』という苦情が寄せられています。
　農地を遊休化し荒廃させると、年数を経るご
とに農地としての機能を失い、復旧するのに多
大な費用と労力が必要となります。また、害虫
や有害鳥獣の温床となり隣接の農地や住宅に被
害を与えかねません。
　農業委員会では、耕作放棄地をなくすため市
内農地を調査し、改善指導する「農地パトロー
ル」や「農地銀行制度」を進めています。
　高齢のため農地の管理が困難な方、もっと経
営面積を増やしたい方、地域の農業委員や農業
委員会にお問い合わ
せください。

■お問い合わせ
　農業委員会事務局
　（内線２２６）

こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
直
接

税
務
署
に
申
告

さ
れ
る
方
、
税

理
士
な
ど
に
依

頼
さ
れ
る
方
に

つ
い
て
は
、
来
場
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
時

　

11
月
26
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

　

９
～
16
時

※
昼
休
み
を
除
く
（
12
～
13
時
）

■
会
場

　

市
役
所
１
階　

防
災
会
議
室

■
対
象
者

　

土
地
・
建
物
な
ど
を
譲
渡
・
交

　

換
さ
れ
た
方

※
対
象
者
に
は
市
か
ら
通
知
し
ま

　

す
が
、
通
知
の
有
無
に
関
わ
ら

　

ず
譲
渡
・
交
換
を
さ
れ
た
方
は

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

　

売
買
契
約
書
、
売
買
に
か
か
わ

　

る
費
用
の
領
収
書
、
印
鑑

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
担
当

　

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

■
除
外
要
件

　

次
の
全
て
満
た
し
、
事
業
計
画

　

が
実
現
可
能
で
緊
急
性
の
あ
る

　

も
の
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◇
農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
す
る

　

土
地
が
な
い
こ
と
。

◇
農
用
地
区
域
内
に
お
け
る
農
用

　

地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率

　

化
そ
の
他
の
農
業
上
の
利
用
に

　

支
障
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の
な

　

い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

◇
農
用
地
区
域
内
の
農
業
用
施
設

　

の
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

　

れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

◇
国
の
直
轄
、
ま
た
は
補
助
に
よ

　

る
土
地
改
良
事
業
、
ま
た
は
こ

　

れ
に
準
ず
る
事
業
で
農
業
用
排

　

水
路
の
新
設
、
区
画
整
理
、
農

　

用
地
の
造
成
な
ど
の
施
行
に
か

　

か
わ
る
区
域
に
あ
る
場
合
は
、　

　

事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
年
度

　

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
８
年

　

を
経
過
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
。

※
除
外
申
出
地
が
農
用
地
区
域
か

　

ら
除
外
さ
れ
て
も
事
業
計
画
が

　

実
施
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
再

　

度
農
用
地
区
域
に
編
入
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

（
内
線
２
２
４
）

〈h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.n

ira
s
a
k
i.

l
g

.j
p

/
s

a
n

g
y

o
u

/
n

o
u

r
i
n

/

nougyoushinkoutiiki.

〉

　

平
成
19
年
度
の
農
振
農
用
地
除

外
申
出
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

農
振
の
除
外
を
希
望
さ
れ
る
土

地
所
有
者
は
、
次
の
期
間
に
農
林

課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
受
付
は
農
振

除
外
後
１
年
以
内
に
転
用
目
的
に

着
手
で
き
る
具
体
的
な
計
画
が
あ

り
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

（
大
規
模
な
も

の
や
具
体
性
・

緊
急
性
の
欠
け

る
も
の
は
対
象

外
で
す
。）

■
事
前
相
談
期
間

　

11
月
５
日
（
月
）
～
９
日
（
金
）

■
申
出
受
付
期
間

　

11
月
12
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

※
申
出
は
、
期
限
厳
守
に
て
お
願

　

い
し
ま
す
。

■
申
出
方
法

　

申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　

て
農
林
課
農
林
振
興
担
当
窓
口

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
出
書
は
農
林
課
農
林
振
興
担

　

当
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

遊休・荒廃農地
農
振
農
用
地
除
外
申
出
の
受
付
に
つ
い
て
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　今月の納税
税目 納期限

国民健康保険税
第６期

１１月３０日（金）

　■お問い合わせ　収納課（内線１６３～１６６）

毎年督促状の発送件数が増加しています。効率的に
税制を推進し無駄なコスト削減を図るため、ぜひ納
期内の自主納付をお願いいたします。

『平成 18 年度における督促状発送件数』27,736 件　
（前年度　22,527 件：5,209 件増加）

　

11
月
は
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
た
め
に
は
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
虐
待
で

す
が
、
痛
ま
し
い
事
件

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

県
内
の
児
童
虐
待
に

関
す
る
相
談
件
数
も

年
々
増
加
し
、
平
成
18

年
度
に
は
３
０
０
件
を

超
え
て
い
ま
す
。　
　

　

親
は
子
育
て
の
悩
み

や
周
囲
か
ら
の
孤
立
な

ど
の
ス
ト
レ
ス
や
葛
藤

で
苦
し
み
、
助
け
を
求

め
ら
れ
ず
虐
待
に
至
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
虐
待
は
、
親
だ
け
の
問
題
と

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
社
会
全
体

で
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
児
童
虐
待
と
は
？

　

「
そ
ん
な
つ
も
り
で
は
な
か
っ

た
・
・
・
」
し
か
し
、
子
ど
も
に

と
っ
て
有
害
な
ら
「
虐
待
」
で
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、

首
を
絞
め
る
、

火
傷
を
負
わ
せ

る
な
ど
、
体
に

傷
を
負
わ
せ
た

～きこえるよ 耳をすませば 心のさけび～
１１月は「児童虐待防止推進月間」

　

り
、
傷
を
負
わ
せ
る
恐
れ
あ
る

　

暴
行
を
加
え
る
こ
と
で
す
。

◇
性
的
虐
待

　

性
的
な
い
た
ず
ら
、
性
的
行
為

　

な
ど
の
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し

　

た
り
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ

　

せ
る
こ
と
で
す
。

◇
ネ
グ
レ
ク
ト

　

子
ど
も
を
家
に
閉
じ
込
め
た　

　

り
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
病

　

院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
食
事

　

を
与
え
な
い
な
ど
、
保
護
者
と

　

し
て
の
監
督
を
著
し
く
怠
る
こ

　

と
で
す
。

◇
心
理
的
虐
待

　

言
葉
で
脅
か
し
た
り
、
無
視
し

　

た
り
、
子
ど
も
の
心
に
傷
を
与

　

え
る
言
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

■
虐
待
の
サ
イ
ン

　
　

見
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

◇
子
ど
も
に
不
自
然
な
傷
、
衣
服

　

や
身
体
の
汚
れ
が
あ
り
、
い
つ

　

も
空
腹
な
様
子
で
あ
る
な
ど
。

◇
親
が
、
子
ど
も
を
置
き
ざ
り
に

　

し
て
度
々
外
出
し
て
い
る
、
子

　

ど
も
の
ケ
ガ
や
病
気
を
医
者
に

　

み
せ
な
い
な
ど
。

◇
暴
行
を
加
え
る
音
や
、
泣
き
叫

　

ぶ
声
が
聞
こ

　

え
る
な
ど
。

　

こ
れ
ら
の
ケ

ー
ス
以
外
に
も

虐
待
を
受
け
た

の
で
は
な
い
か
？　

と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
発
見
し
た
方
は
、
福
祉

課
子
育
て
支
援
担
当
ま
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
者
や
情
報
を
親
な
ど
に
教

　

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

　

た
、
虐
待
で
な
か
っ
た
場
合
、

　

連
絡
者
に
責
任
を
問
う
こ
と
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　
　
　
　
　
　

（
内
線
１
８
１
）

　

障
害
者
相
談
支
援
事
業
は
、
障

害
を
お
持
ち
の
方
や
、
そ
の
保
護

者
の
方
か
ら
の
相
談
や
悩
み
事
に

応
じ
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
、
社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
援
助
、

　

社
会
資
源
の
活
用
、
権
利
擁
護
、

　

専
門
機
関
の
紹
介
な
ど
の
生
活

　

相
談
全
般

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
障
害
者

　

お
よ
び
、
そ
の
介
護
を
行
う
方

■
費
用　

無
料

障
害
者
相
談
支
援
事
業

■
相
談
日
時
・
場
所

　

障
害
の
種
別
を
問
わ
ず
、
次
の

　

３
事
業
所
に
て
月
～
金
曜
日
（
※

　

祝
日
を
除
く
）
に
相
談
を
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
。

◇
陽
だ
ま
り

　

９
～
18
時

・
穴
山
町
６
３
１
９

・
長
坂
町
長
坂
下
条

　
　
　

１
３
６
８
ー
１
（
本
拠
地
）

☎
３
２
ー
０
０
３
５

◇
あ
さ
ひ
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

　

旭
町
上
条
南
割
３
２
９
４

☎
２
２
ー
７
４
４
４

◇
み
だ
い
寮

　

９
～
18
時

　

旭
町
上
条
南
割
３
５
６
１
ー
１

☎
０
５
５
ー
２
８
５
ー
４
２
９
２

　割れたままの窓ガラス、落書き、
ゴミの散乱、放置自転車など、なん
だか気味悪く怖い感じがしません
か？　このような無秩序な状態が放
置されていることは「無関心」の象
徴となります。
　人々が無関心な場所は町の死角と
なり、犯罪が行われていても誰も見
てないといった場所となります。あ
なたの町にこのような場所はありま
せんか？
　きれいな町は安全な町。町の秩序
を改善し、防犯環境
を整えて犯罪の起こ
りにくい町づくりに
取り組みましょう。

■お問い合わせ
　韮崎警察署生活安全課
☎２２ー０１１０

きれいな町は安全な町
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高
齢
者
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
る
と
気
管
支
炎

や
肺
炎
を
併
発

し
、
普
通
の
風
邪

に
比
べ
て
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
方

の
75
％
は
、
予
防
接
種
で
感
染
を

免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

お
り
、
非
常
に
有
効
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
ず

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
も
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間

　

平
成
19
年
10
月
20
日
（
土
）
～

　

平
成
20
年
1
月
31
日
（
木
）

■
実
施
場
所　

　

指
定
医
療
機
関

※
郵
送
の
案
内
、
ま
た
は
健
康
増

　

進
担
当
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

◇
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

※
予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

◇
接
種
日
現
在
60
歳
以
上
65
歳
未

　

満
の
方
で
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸

　

器
な
ど
に
、
１
級
程
度
の
障
害

　

が
あ
る
方

※
接
種
を
希
望
す
る
方
で
、
身
体

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

　

持
参
し
、
保
健
課
健
康
増
進
担

　

当
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
期
間
中
に
65
歳
の
誕
生
日

　

を
迎
え
る
方

※
誕
生
日
の
前
日
か
ら
対
象
に
な

　

り
ま
す
。

■
接
種
費
用

　

指
定
医
療
機
関
に
よ
り
費
用
が

　

異
な
り
ま
す
が
、
２
５
０
０
円

　

ま
で
は
市
が
負
担
し
ま
す
。　

　

２
５
０
０
円
を
超
え
る
差
額
に

　

つ
い
て
は
、
個
人
で
お
支
払
い

　

く
だ
さ
い
。
な
お
、
実
施
期
間

　

以
外
や
、
指
定
医
療
機
関
以
外

　

で
接
種
し
た
場
合
は
、
全
額
自

　

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
手
続
方
法

　

接
種
希
望
者
は
『
予
診
票
』
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
健

　

康
保
険
証
や
身
体
障
害
者
手
帳

　

を
持
参
し
、
指
定
医
療
機
関
に

　

予
約
を
し
て
、
接
種
を
受
け
て

　

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３
ー
４
３
１
０

２
３
ー
４
３
１
６

老人保健制度から後期高齢者医療制度へ！
　医療費が増大していくなか、現役世代と高齢者世代の負担を明確
化し、公平でわかりやすく、全ての国民が安心して医療保険を利用
できる制度とするために、７５歳以上の高齢者を対象にその心身の
特性や生活実態などを踏まえて、従来の医療保険制度から独立した

「後期高齢者医療制度」が創設され、来年４月からスタートします。

老人保健制度 後期高齢者医療制度

制度の
仕組み

国民健康保険や会社の医療
保険などに加入しながら「老
人保健制度」で医療を受け
ます。

７５歳以上のすべての方を対象とした後期
高齢者のための独立した制度です。この制
度に加入するときは、それまで加入してい
た医療保険を脱退することになります。

運営

国保では市町村、その他健
保組合などは加入している
医療保険ごとに異なります。

都道府県ごとに設置された後期高齢者医療
広域連合が運営主体になります。申請手続
きなどの窓口は、市民課国保医療担当とな
ります。

被保険者
○７５歳以上の方
○６５歳以上で一定の障害
　のある方

○７５歳以上の方
○６５歳以上で一定の障害のある方
※移行にあたっての手続きはありません

対象に
なるとき

７５歳の誕生月の翌月
（１日の人はその月から）

○平成２０年４月１日から
○平成２０年４月以降に７５歳になる方は
誕生日当日から

医療費の
負担割合

○一般の方は１割
○現役並み所得の方は３割

○一般の方は１割
○現役並み所得の方は３割　注１）

保険証
保険証（国保・健保など）
医療受給者証

後期高齢者医療被保険者証が１人に１枚交
付されます。来年３月頃の発送予定です。
※医療受給者証は発行しません。

保険料
保険料は世帯ごとに決まり、
加入する国保や健康保険等
に納めます。

各都道府県の広域連合ごとに決められた保
険料を、加入者全員が納めます。

保険給付
療養の給付や入院時の食事
代、高額医療費など

受けられる給付は老人保健制度と変わりま
せん。

注１）現役並み所得とは（現時点での予定）
　　　同一世帯に住民税の課税所得が１４５万円以上の後期高齢者医療の被保険者がいる方
　　　ただし、次に該当する方については、申請し認定を受けると、１割負担になります。
　　　◇同一世帯に被保険者が１人のみの場合、被保険者本人の収入の額が３８３万円未満の方
　　　◇同一世帯に被保険者が２人以上いる場合、被保険者の収入の合計が５２０万円未満の方

■お問い合わせ
◇市民課国保医療担当
　（内線１２７～１２９）
◇山梨県後期高齢者医療広域連合
　（山梨県自治会館内）
☎０５５－２３６－５６７１

〈http://www.yamanashi-iryoukouiki.jp/〉

後期高齢者医療制度でこう変わります

　「後期高齢者
医療制度」をみ
なさんに知って
もらおうと、山
梨県後期高齢者
医療広域連合で
は HP を開設し
ました。

　HP では制度の概要などを詳しく
紹介し、また、制度に関してのお知
らせなどをいち早く掲載していきま
すので、ぜひご覧ください。

山梨県後期高齢者医療広域連合の
HPが開設されました
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広報では、武田の里にらさきで行われる行事や、

あなたの身の回りの話題を募集しています。

市役所企画財政課企画推進担当

☎ 22‐1111（内線 356）までご連絡ください。

「自分で作ったおやつの味は？」
　９月２０日、食生活改善推進委員会により

「親子で楽しむおやつ作り」が開催されました。
　当日は、エプロン姿の親子がたくさん集ま
り「かんたんスイートポテト」と「ヨーグル
トケーキ」作りに挑戦しました。
　お母さんや、お友だちと一緒に作ったおや
つは、きっとおいしかったはずです。

「長寿の秘訣は、規則正しい食生活！」 「子どもが安心して遊べる環境を」

　「第２１回福祉の日記念まつり」が１０月２０日、すが
すがしい秋空のもと、盛大に開催されました。
　当日、パトカーや白バイの展示、健康相談、ふれあい
バザーなど様々なコーナーには、大勢の人が賑わい、メ
インイベントである運動会では、子どもからお年寄りま
でが協力しながら、大玉ころがし、ペットボトルリレー
などの競技で楽しい時間を過ごしました。

　９月２８日、市内の土木・建築・水道・電気業５５
社で構成される韮崎市建設安全協議会のみなさんによ
る社会奉仕活動が行われました。市内の保育園・中学
校では、網戸や水周りの修理、庭木の剪定、砂場の砂
を入れ替える作業を行ってくれました。
　この奉仕活動は、子どもたちが安心して施設を利用
できるようにと続けられ、平成１３年から始まり今年
で７回目となりました。

　長寿者を祝うため、９６歳で市内の男性第４位
である藤井町の海老塚秀雄さん宅を横内市長が９
月１９日に訪問しました。
　市長が「健康に気をつけて長生きしてください」
と記念品を渡すと、お礼のあいさつや長生きの秘
訣は規則正しい食事ですと話してくれました。
　お体を大切にして、いつまでも元気に過ごして
ください。

「愛の手で広めよう福祉の輪」
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韮
崎
西
中
吹
奏
楽
部
は
、「
第
47

回
山
梨
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
、
見
事
に
念
願
で
あ
っ
た
金
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
最
後
に
、

３
年
生
は
引
退
す
る
た
め
「
金
賞

受
賞
」
を
目
標
に
、
部
員
61
名
（
１

～
３
年
生
）
が
一
丸
と
な
り
、
１

年
間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
体
力
づ
く
り
や
、
基
礎
練
習
を

繰
り
返
し
た
こ
と
が
実
を
結
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
何
事
に
も
基
礎
が

大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。」

（
村
木 

千
尋
さ
ん
）

　

「
本
番
直
前
に
な
る
と
不
安
に
な

っ
て
、
家
で
練
習
し
た
り
大
変
な

こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」（
宮
川 

芽
奈
さ
ん
）

　

先
輩
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
来

年
も
金
賞
目
指
し
て
頑
張
れ
韮
崎

西
中
吹
奏
楽
部
！

何
事
に
も
や
っ
ぱ
り
基
礎
が
大
切
！

【今月の表紙】韮崎西中吹奏楽部のみなさん

外国から見た男女共同参画
～にらさきヒューマンフォーラム２００７～

　子どもたちに交通ルールを理解してもらおうと、「クロ
ネコヤマト交通安全教室」が、１０月４日に藤井保育園で
開催されました。
　横断歩道では、左右を確認して手を上げて渡る練習をし
ました。みんな楽しみながら学ぶことができました。
　交通ルールを守って安全に過ごしてね。

「交通ルールのお勉強」

　日本の常識は、外国
では非常識？？？
日本の家庭・社会での
男女共同参画の様子と、
自分の生まれ育った国

での様子の違いを、山梨で暮らす外国（オー
ストラリア・中国・イギリス）生まれの３人が、
鋭く？！ユーモラスに？！に語り合います。

■日時・場所
　１２月１日（土）１０時～
　※９時３０分開場
　東京エレクトロン韮崎文化ホール小ホール
■入場料　入場無料　※全席自由
■託　児　３歳から就学前まで（要予約）
■主　催　韮崎市
■主　管　韮崎市男女共同参画推進委員会
■お問い合わせ
　企画財政課企画推進担当（内線３５６）

「消防車って、大きいなぁ」
　１０月１０日、峡北消防本部韮崎消防署で消防署見学が
開催され、たくさんの親子が集まりました。当日は、消防
士さんのお話を聞いたり、消防車に乗せてもらったりと普
段ではすることのできない貴重な体験をすることができ楽
しい時間を過ごしました。
　子どもたちは、みんなの安全を守ってくれる消防士さん
に憧れの気持ちを持っていたようでした。



　

市
で
は
、
県
内
外
の
60
歳
以
上

の
選
手
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
を

招
き
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
市
構
成
チ
ー
ム
が

初
参
加
し
ま
す
の
で
、
あ
た
た
か

い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

11
月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
）

　

中
央
公
園
陸
上
競
技
場

　

芝
生
広
場

■
出
場
チ
ー
ム

　

韮
崎
60
雀
Ｓ
Ｃ
（
韮
崎
市
）、　

　

他
７
チ
ー
ム

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
営
総
合
運
動
場
体
育
館
内

　

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
実

　

行
委
員
会
事
務
局

☎

２
２
ー
０
４
９
８

 

「
地
域
・
人
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
」 

を
テ
ー
マ
に
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

11
月
11
日
（
日
）
９
時
～

  

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

■
内
容  

◇
実
践
発
表

　

甘
利
小
学
校
、
竜
岡
み
だ
い
ス

　

カ
イ
タ
ウ
ン
分
館

◇
芸
術
鑑
賞

　

ア
ル
パ
♪　

37
弦
の
メ
ロ
デ
ィ

◇
記
念
公
演

　

「
和
の
真
髄
～
脩
一
朗
＆
大
地

　

コ
ン
サ
ー
ト
」（
津
軽
三
味
線
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

（
内
線
２
６
７･

２
６
８
）

　

少
子
・
高
齢
社
会
に
お
け
る
税

の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

「
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
文
の
展
示
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

11
月
９
日
（
金
）
～
19
日
（
月
）

　

10
～
20
時　

　

韮
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

（
ル
ネ
ス
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
税
務
署　

☎
０
５
５
ー
２
３
３
ー
３
１
１
１

　

映
画
が
娯
楽
の
王
様
で
あ
っ
た

時
代
に
生
ま
れ
た
日
・
米
の
名
作

映
画
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
映
画
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
・
場
所
・
定
員

　

12
月
９
日
（
日
）

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

　

３
０
０
名

■
上
映
作
品
・
時
間

・
人
間
の
証
明

　

13
時
～
15
時
15
分

・
ロ
ー
マ
の
休
日

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

・
白
い
巨
塔

　

18
時
45
分
～
21
時
15
分

◇
同
時
開
催

・
あ
し
た
元
気
に
な
～
れ
！

　

10
時
30
分
～
12
時

■
入
場
料　

無
料

※
全
席
自
由
・
入
替
制
と
し
、
各

　

作
品
と
も
開
場
は
上
映
時
間
の

　

15
分
前
と
な
り
ま
す
。

※
満
席
の
場
合
は
入
場
制
限
を
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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■
お
問
い
合
せ　

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

（
内
線
２
６
８
）

　

峡
北
地
域
の
豊
か
な
自
然
・
雄

大
な
景
観
に
魅
せ
ら
れ
、
各
芸
術

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
峡
北
在
住

の
美
術
家
た
ち
の
優
れ
た
作
品
を

一
堂
に
集
め
、「
第
13
回
ブ
リ
ー

ズ
美
術
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
間

　

11
月
20
日
（
火
）
～

　

12
月
４
日
（
火
）
10
時
～
17
時

※
初
日
の
開
催
は
、
13
時
～
17
時
、

　

最
終
日
に
つ
い
て
は
15
時
ま
で

※
月
曜
、
11
月
26
日
、
12
月
３
日

　

は
休
館

■
場
所

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
美
術
展
示
室

■
入
場
料　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合

　

ふ
る
さ
と
振
興
課

☎
２
２
ー
３
３
１
１

２
２
ー
８
７
４
７

韮
崎
市
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

’07

一
流
作
品
を
鑑
賞
し
よ
う

第
13
回
ブ
リ
ー
ズ
美
術
展

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

シ
ニ
ア
の
部
開
催

11
月
11
～
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」

名
作
映
画
を
楽
し
も
う

古
き
良
き
時
代
の
名
作
映
画
会
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◆市民栄養相談（要予約）
 「食」に関する心配ごとや疑問の相談
※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
　にて電話受付

◆心配ごと相談
生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談
毎週月曜日　１０：００〜１５：００
市役所にて

◆行政相談
国や県、市の行政などについての相談
第１・２・３月曜日　１３：００〜１５：００
市役所にて

◆無料法律相談（要予約）
法律的な相談であればどんな内容でも可
１１月の相談は、２２日（木）１３：００〜
相談時間は、１人３０分以内
※予約受付は、１１月１２日（月）９：００〜
企画財政課（内線３５６）で電話受付

◆物忘れ相談
認知症予防・介護についての相談
毎月第２火曜日　９：３０〜１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談
毎週木曜日　１０：００〜１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談
毎週月・火・水曜日　９：３０〜１６：００
市民会館にて

◆結婚相談（要予約）
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力
毎週火・金曜日　１３：００〜１６：００
市民会館１階結婚相談所にて（☎２２ー９７１１）

祖母石、一ツ谷、水神、1 〜５丁目、若宮、旭、日の出、西町、富士
見ヶ丘、中島、高河原 ( 韮崎駅経由 ) 　　 　　　　　　１３日 ( 火 )

富士見、岩下、上の山 ( 韮崎駅経由 )　  　　　　　　１４日 ( 水 )

穂坂町権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　１５日 ( 木 )

穂坂町日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場　　　　　　　　  １日 ( 木 )・１６日 ( 金 )

穂坂町柳平、宮久保、鳥の小池	 ２日（金）・１９日 ( 月 )

藤井町全区	 ５日（月）・２１日 ( 水 )

中田・穴山町全区	 ２６日 ( 月 )

円野町全区  ( 一ツ谷経由 )	 ６日（火）・２７日 ( 火 )

清哲、神山町全区  ( 一ツ谷経由 )	 ７日（水）・２８日 ( 水 )

旭町全区  ( 一ツ谷経由 )	 ８日（木）・２９日 ( 木 )

大草・竜岡町全区 　　　　                                              １２日 ( 月 )

静心寮・老壮大学	 ２２日 ( 木 )

ひとり暮らし老人　交流交歓会	 ３０日 ( 金 )

東ヶ丘病院	 ２０日 ( 火 )

中田町福祉まつり	 ９日 ( 金 )

お問い合わせ
　老人福祉センター（☎22-6944/ 22-6980）

こぶし号 老人福祉センターバス （11月巡回日程）
　

お
子
さ
ん
の

見
え
方
に
つ
い

て
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
、
成

人
さ
れ
て
か
ら

目
に
障
害
を
持

ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題

が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ

て
い
る
先
生
な
ど
、
目
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

■
場
所

　

県
立
盲
学
校

　

甲
府
市
下
飯
田
２
ー
10
ー
２

■
費
用　

無
料

■
お
申
し
込
み

　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
は
、
平
日
９
時
か
ら

　

17
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
盲
学
校
「
視
覚
障
害
教
育

　

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

担
当
（
浅
川
、
佐
田
）

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
１

０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
２

　

山
梨
県
司
法
書
士
会
峡
北
支
部

で
は
、
地
域
住
民
の
悩
み
を
解
決

す
る
た
め
司
法
書
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
10
日
（
土
）　

10
～
15
時

■
場
所

　

韮
崎
市
民
会
館
３
階

■
内
容

　

不
動
産
登
記
、
会
社
・
法
人
登

　

記
、
そ
の
他
登
記
に
関
す
る
法

　

律
問
題
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
司
法
書
士
会
峡
北
支
部

☎
２
３
ー
１
７
５
０

登
記
に
つ
い
て
悩
ん
で
ま
せ
ん
か

無
料
登
記
相
談
会

冬
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会



　

山
梨
県
最
低
賃
金
は
10
月
28
日

よ
り
現
行
の
１
時
間
６
５
５
円
か

ら
６
６
５
円
に
10
円
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
国
が
最

低
限
度
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
労

20

　

高
齢
者
な
ど
を

ね
ら
っ
た
悪
質
な

消
費
者
被
害
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

判
断
能
力
が
低
下
し
た
高
齢

者
・
障
害
者
の
生
活
や
お
金
を
守

る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

11
月
12
日
（
月
）
14
～
16
時

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
会
議
室

■
講
師

◇
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
職
員

◇
韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

平
野
浩
子
氏

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３
ー
４
３
１
３

２
３
ー
４
３
１
６

　

糖
尿
病
・
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
い
方

や
患
者
の
方
な
ど

一
般
の
方
を
対
象
に
、
実
例
を
あ

げ
て
対
策
と
治
療
法
に
つ
い
て
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
由
参
加
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

12
月
２
日
（
日
）
13
～
17
時

　

県
立
文
化
ホ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
大
学
医
学
部
第
三
内
科　

　
　
　
　

（
担
当　

保
坂
か
お
り
）

☎
０
５
５
ー
２
７
３
ー
９
６
０
２

０
５
５
ー
２
７
３
ー
９
６
８
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、
行
政
職

員
な
ど
を
対
象
に
、
地
域
の
課
題

を
自
ら
発
見
し
解
決
の
参
考
と
な

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

11
月
２
日
（
金
）
13
時
30
分
～

　

山
梨
県
自
治
会
館

　

甲
府
市
蓬
沢
１

－

15

－
35

■
講
師

　

日
本
政
策
投
資
銀
行
参
事
役

　

藻
谷
浩
介
氏

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
市
町
村
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
２
３

　

全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
オ

ー
ル
ド
ッ
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師

を
招
き
、
家
庭
犬
と
し
て
必
要
な

し
つ
け
方
を
紹
介
す
る
教
室
で
す
。

■
日
時
・
場
所

　

11
月
15
日
（
木
）
13
時
30
分
～

　

北
巨
摩
合
同
庁
舎
３
階

■
参
加
費　

無
料

※
犬
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

山
梨
県
衛
生
課

☎
２
３
ー
３
０
７
１

　

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
研
修
会

市
民
公
開
講
座

糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

働
条
件
の
改
善
、
生
活
の
安
定
、

労
働
力
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
低
賃
金
は
産
業
別
最
低

賃
金
の
適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
除

き
、
雇
用
形
態
・
性
別
・
年
齢
を

問
わ
ず
県
内
の
事
業
所
で
働
く
全

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
に

つ
い
て
は
山
梨

労
働
局
賃
金
室

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
５
ー
２
２
５
ー
２
８
５
４

百
花
繚
乱

山
梨
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼
育
し
よ
う

犬
の
し
つ
け
教
室

１
時
間
６
６
５
円
に
（
10
円
引
上
げ
）

山
梨
県
最
低
賃
金

NUMASAWA

お宅の屋根は自然災害に耐えられますか？
屋根は、暮らしと住まいを守っています！

■屋根葺き替え
　三州和瓦葺き　三州洋瓦葺き　金属葺き
■屋根カバー工法（既存の屋根をはがさず、かぶせる）
　金属瓦葺き　金属葺き
■雨樋交換　■太陽光発電　■ひさし波板

屋根・外壁・板金工事　専門施工

有限会社ヌマサワ
韮崎市藤井町北下條618-1

TEL.0551-30-6216
あらゆる屋根に対応します。
お気軽にご相談下さい。 見積無料！

軽量で耐震性に優れた次世代の瓦も取り扱っています

※市では「広報にらさき」・「市 HP」に掲載する有料広告を募集しています。
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◆パパ・ママ学級（要予約）
◇育児について、沐浴実習、呼吸法
　C コース３　１１月１７日（土）　 ９：００〜
◇妊産婦の食事、妊婦体操
　D コース１　１１月２６日（月）１３：３０～

◆すくすく教室（７か月）
１１月１３日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年４月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
１１月２０日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年１２月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
１１月２１日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１７年１０月生まれ
持物：子ども用歯ブラシ

◆４か月児健診
１１月１６日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年７月生まれ

◆１歳６か月児健診
１１月２日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年４月生まれ

◆３歳児健診
１１月６日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１６年１０月生まれ

◆にこにこ子育て
　相談室（要予約）
　１１月１５日（木）
　９：３０〜１６：００

◆母子健康手帳交付、
　一般健康・妊婦相談
　毎週月〜金曜日
　９：３０〜１６：００

◆物忘れ相談
　１１月１３日（火）
　受付　９：００〜　

◆健康トレーニング教室
　１１月５日、１２日、１９日、２６日（月）
　１３：３０〜１５：３０

◆心のデイケア
　１１月８日、２２日（木）　１０：００〜

◆元気が出る教室
　１１月２１日（水）　１３：３０〜１４：３０
　場所：老人福祉センター（大草町）
　※老人福祉センター利用料１００円が必要です。

◆いきいき貯筋クラブ
　９：３０〜１１：３０
　１１月　２日（金）　藤井公民館　
　１１月　６日（火）　中央公民館
　１１月　８日（木）　旭公民館
　１１月　９日（金）　円野会館
　１１月１３日（火）　神山公民館
　１１月１５日（木）　穴山公民館

◆体改善“にこにこ”講座
◇ A コース　９：３０～１１：３０
　１１月７日、１４日、２１日、２８日（水）
◇ B コース　１３：３０～１５：３０
　１１月１日、８日、１５日、２２日、２９日（木）

子育て教室
持ち物／母子健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

育児・健康相談等
持ち物／各種健康手帳

健康づくり教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・
　　　　保険証・印鑑

　■お問い合わせ
　　韮崎市保健福祉センター （本町３−６−３）
　　☎２３ー４３１０／ ２３ー４３１６

◎咳
がいそう

嗽の原因は様々で、命にかかわる病気が潜んでいることもあります。
　外来を受診される患者さんの中でおそらく最も多い症状ではないでしょうか。か
ぜに伴う急性咳嗽は、市販の咳止めを内服し、病院を受診されない患者さんを含め
るとかなりの数でしょう。
　咳嗽はそもそも気道内の異物を排除するために必要な生体防御反応です。タバコ
を吸っているのであれば、まず禁煙しましょう。咳嗽の原因はいわゆるかぜ症候群

から、肺炎や副鼻腔炎などの感染症、喘息などのアレルギー疾患、一見関係なさそうですが、心不全の初期症状
でもあります。また胃液の逆流による咳嗽もあります。この場合は胃酸を抑える胃薬の内服で改善します。肺癌
のように生命にかかわるよう病気が潜んでいることもあります。咳嗽の診断には、充分
な問診と診察、またレントゲン検査を含め、的確な検査を受けることが必要となります。

◎自己判断はせず、早めに専門医で受診してください。
　喀痰を伴う湿性咳嗽と、伴わない乾性咳嗽とに分けて考えましょう。湿性咳嗽の場合
は感染症に伴うことが多く ､ 喀痰の培養検査が必要です。また後鼻漏（※）があるときは、
ちくのう症であるかもしれません。耳鼻科への受診をお勧めします。昔の病気と思われ
ている方もいるかもしれませんが、肺結核も忘れてはいけません。
　喀痰の伴わない乾性咳嗽の場合は原因が実に多彩です。たとえば降圧剤の副作用とし
て咳がでることもあります。咳嗽の持続する期間も鑑別には重要です。自己判断はせずに、
症状の起こり方 ､ 持続期間、内服している薬があれば内容がわかるようにして、専門医
へ受診されることをお勧めします。

「咳がなかなか止まりません。市販の薬を飲んでみましたが、
効きません。どうしたらよいでしょうか？」？

アドバイザー  韮崎市立病院
内科 医長  池田フミ

（※）鼻水が喉に流れてくる症状
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児童センターであそぼう 開館時間　月〜土曜日　  ９：００〜１９：００

０〜６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

子育て支援センターにいらっしゃい！ 開設時間    月〜金曜日　９：００〜１２：００
イベントのない日もお友だちが来てあそんでいるよ！

☆行事のない日でも、
各センターは開館して
ます。お子さんと一緒
に遊びに来てください。

☆小学生の行事は「パソ
コンを楽しもう」など、
ほかにもあります。

☆詳しくは、各児童セ
ンターにお問い合わせ
ください。

◆なかよし広場
　１１月１、８、２２、２９日（木）
　１１：００～
 
◆作って遊ぼう（要予約 ※１３日まで）

  １１月１５日（水）１０：３０～
　クリスマス飾りつくり
　※材料費自己負担

◆吹き矢を楽しもう（小学生対象）　
　１１月２０日（火）１４：３０～
　講師　韮崎市体育指導員

◆寿ルーム（小学生対象）
　毎週月曜日

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

◆なかよし広場
　１１月５、１２、１９日（月）
　１１：００～

◆親子ふれあい体操
　１１月８日（木）１０：３０～

◆防火教室（小学生対象）
　１１月１５日（水）１４：３０～
　講師　韮崎消防署職員

◆スクラップブッキング（要予約）
　１１月２６日（月）１０：００～
　講師　新海由里子先生
　※材料費自己負担、１５組限定　

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０）

◆なかよし広場
　１１月２、９、３０日（金）１１：００～

◆交通安全教室（小学生対象）
　１１月７日（水）１５：００～
　講師　山梨県警職員

◆手遊び歌遊び
　１１月１６日（金）１０：３０〜 

◆作って遊ぼう（要予約）

  １１月２１日（水）１０：３０～
　クリスマス飾りつくり
　※材料費自己負担

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

◆乳幼児の疾病と対処の仕方
　１１月１日（木）１０：３０～
　講師　韮崎市保健師
 
◆なかよし広場
　１１月６、１３、２７日（火）
　１１：００～

◆防火教室（小学生対象）
　１１月１３日（火）１４：３０～
　講師　韮崎消防署職員

◆スクラップブッキング（要予約）
　１１月２９日（木）１０：００～
　講師　新海由里子先生
　※材料費自己負担、１５組限定

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

□保育園開放・子育て相談
・保育園開放　毎週水曜日　９：００〜１２：００

・子育て相談　面　　談　　９：００〜１２：００

　　　　　　　電話相談　　９：００〜１７：００

□例月のイベント

◆子育てトーク（子育てについて気軽に話しましょう）
　１１月　７日（水）１０：３０〜

◆体位測定（お子さんの身長・体重を測ります）
　１１月１２日（月）１０：３０〜

◆誕生会に参加しましょう（お友だちと一緒に）
　１１月１６日（金）１０：００〜１１：３０

◆水曜ミニミニタイム（歌・手遊び・シアターなど）

□その他のイベント・講座
◆散歩に行こう
　１１月　５日（月）１０：００～

　持物　おやつ、飲み物など　

◆親子カウンセリング教室
　１１月　９日（金）１０：３０〜

　講師　川辺修作先生

◆七五三のお宮参りに行きましょう
　１１月１５日（木）１０：００支援センター集合

　場所　當麻戸神社　

◆フラワーアレンジメント教室（要予約）
　１１月２７日（火）１０：００〜

　講師　鈴木浩文先生（鈴木生花店）

　持物　花バサミ、花器

　※材料費自己負担

◆親子手作りおやつ教室（要予約）
　１１月３０日（金）１０：００〜　

　場所　保健福祉センター２階（現地集合）

　持物　飲み物、スリッパ、フォークなど

　※材料費自己負担

地域子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター

（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）

クリスマス会（要予約）
■日時
　１２月４日（火）　　
　１０：３０～
■場所
　東京エレクトロン
　韮崎文化ホール
※プレゼント代自己負担
　１００組限定

子育て支援センター・
児童センター合同事業
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今回は、“韮崎なみの会”のみなさんをお迎えします。

　日時　１１月１０日（土）１４：００～　
　場所　市民会館４階　大会議室

今月の朗読のつどい

わらべ歌・手遊びなど
わらべ歌や、手遊びなど日頃
の親子のふれあいにぴった
り。遊びや絵本に思わぬ反応
が！楽しいですよ！
　
　日時　１１月２９日（木）
　　　　１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

今月のおはなし会
絵本・紙芝居・工作・パネルシアターなど
絵本・紙芝居・パネルシアターなど、楽しいおはな
しがいっぱい！新しい本もぞくぞく紹介。お友だち
を誘ってきてください。
　
　日時　１１月２４日（土）１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

「ブラックペアン１９８８」
　海堂尊著　（講談社）  

   外科研修医・世良が飛び込んだの
は、君臨する“神の手”教授に新
兵器導入の講師、技術偏重の医局
員ら、策謀渦巻く大学病院。大出
血の手術現場で世良が見た医師た
ちの凄絶で高貴な覚悟。驚愕手術
の結末とは！

「かさぶたってどんなぶた」
　小池昌代編
　スズキコージ画　（あかね書房）

     かさぶたってどんなぶた　ころん
じゃってから　ちがでちゃってか
ら　ひざこぞうに　やっとできた
ちゃいろいぶた―　何度読んでも 
発見のある味わい深い詩を多数紹         

                          介する絵本。

（一般書）

｢ 退職後、すぐやる税金還付術 ｣
　　　　大村大

お お じ ろ う

次郎著（辰巳出版）

「夜叉桜」　　　　　　 　あさのあつこ著（光文社）

（児童書）

「虫のくる宿」　　　　森
もりうえ

上信夫写真・文（アリス館）

「ジュリーの秘密」
　　　コーラ･テイラー作　さくまゆみこ訳（小学館）

新刊情報 図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1538号より

■１１月の休館日
　毎週月曜日、３日（土）、２３日（金）、３０日（金）です。
　お問い合わせは、韮崎市立図書館
　（☎２２ー１１２１ ／ ２２－２９１０）

１１
月
の
標
語　

み
ん
な
で
学
ぼ
う　

地
域
の　

男
女
共
同
参
画　
毎
月
第
１
日
曜
日
は
、
男
女
共
同
参
画
の
日

◎図書は、リクエストや予約もお受けいたします。
◎「リサイクル文庫」にもご協力ください。
◎ご返却が遅れている方は、お早めにお返しください。

今月のだっこの会

　「モノレール猫」
　加納朋子作　（朗読　青木文子さん）
　　「鈍感力」から「其の９」ほか
　渡辺淳一作　（朗読　小林李枝子さん）

　「あゝ野麦峠」
　山本茂美作　（朗読　清水一さん）

※次回は１２月１日（土）を予定しています。

　

神
々
の
住
む
山
に
囲
ま
れ
た
甲

斐
の
国
。「
武
田
の
里
に
ら
さ
き
」

に
も
神
々
の
住
む
山
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
「
苗
敷
山
」

に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

標
高
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山

頂
部
に
は
神

社
や
寺
跡
が

広
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

山
頂
へ
向
か

う
途
中
に
は

江
戸
時
代
の

丁
石
や
巨
大

な
石
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。

　

信
仰
の
山
「
苗
敷
山
」
を
自
分

の
足
で
歩
き
、
厳
か
な
雰
囲
気
を

大
勢
の
参
加
者
と
一
緒
に
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
集
合

　

11
月
23
日
（
金
）
９
時
集
合

　

御
勅
使
公
園
（
北
病
院
入
口
）

※
14
時
30
分
頃
解
散
予
定

■
定
員　

50
名
（
要
申
込
み
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

■
費
用　

50
円
（
保
険
料
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

■
持
物　

雨
具
、
昼
食
な
ど

■
お
申
し
込
み

　

11
月
１
日
（
木
）
～
21
日
（
水
）

　

の
平
日
９
～
17
時
に
電
話
に
て

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

中
央
公
民
館

☎
２
２
ー
１
１
２
１

子育てサロン“銀河鉄道”
「パーチメントクラフト教室」
■日時　１１月１４日（水）１０時００分～１１時３０分
■場所　市民会館４階大会議室
■内容　クリスマスカードづくり
■持物　ハサミ、ティッシュペーパー
■費用　５００円（材料費）
■定員　１５名 
          ※１１月９日（金）まで受付、託児あり
■お問い合わせ・お申し込み
　銀河鉄道事務局（☎２２ー１１２１）　

ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

苗
敷
山
ウ
ォ
ー
ク
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「市民のひろば」では、みなさんの明るい笑顔が

あふれる話題・情報・写真をお待ちしております。

ご連絡は市役所企画推進担当（内線３５６）まで。

こ
の
広
報
誌
は
、古
紙
配
合
率
一
〇
〇
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

24

健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください
１０月中に市が支払った医療費をお知せします。　
　国民健康保険	 146,082,547 円	 ※１人当り 16,610 円（前月比	 7.09％増）
　老 人 保 健	 229,137,366 円	 ※１人当り 63,071 円（前月比	 2.15％増）

市の人口（１０月１日現在）
　男	 １６，３７９人	 世帯数	 １２，３２３世帯
　女	 １６，５５６人	 前月比	 －８世帯
　計	 ３２，９３５人
　前月比　　	 －３８人

夏
なつは

葉ちゃん（Ｈ 1 ６年７月生まれ）

小林 康幸・薫 さん  宅（旭町）
〜「やさしいお姉ちゃんになってね !!」〜

　

さ
わ
や
か
な
秋
空
に
恵
ま
れ
た
10
月
７
日
の
日
曜
日
、「
武
田
勝
頼
公

新
府
入
城
祭
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
パ
レ
ー
ド
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
戦
国
時
代
絵
巻
行
列
で
は
、
迫
力
あ
る
火
縄

銃
の
号
砲
を
合
図
に
、
勝
頼
公
が
武
田
24
将
を
率
い
、
堂
々
と
し
た
姿
を

披
露
し
ま
し
た
。

圧巻の戦国時代絵巻行列「武田勝頼公新府入城祭り」

光
こうせい

星　くん（Ｈ 1 ８年４月生まれ）

帆
ほ の か

香ちゃん（Ｈ 1 ８年４月生まれ）
井田 学・裕子 さん  宅（竜岡町）

〜「元気いっぱい、大きくな～れ！」〜

雫
し ず き

暉くん（Ｈ 1 ７年１０月生まれ）

植田 真洋・理絵 さん  宅（大草町）
〜「心身ともに健やかに育ってね」〜


